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天の川が流れる街

No.690
2月

Photo：朝の登校風景（平成２４年４月１２日撮影）

1. 健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2.生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3.きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4.自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5. 老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）

わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であるこ
とに誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、
町民一人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づく
りにつとめます。

特集 確定申告の受付が始まります（２/15～）配偶者（特別）控除が変ります

未来のJリーガーを目指せ!!
コンサドーレ北海道フットサル教室開催

Photo：スポーツセンター落成記念フットサル教室（平成31年１月19日撮影）
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１
月
11
日
、
新
年
を
祝
う
新
春
の
集

い
（
町
主
催
）
が
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら

で
開
催
さ
れ
、
１
４
５
人
が
、
町
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て
工
藤

昇
町
長
が
挨
拶
し
、
も
ん
じ
ゅ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
た
昨
年
を
振
り
返
っ
た
上
で
、

「
平
成
31
年
は
北
海
道
内
で
は
初
と
な

る
大
留
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点

の
完
成
や
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建

設
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
電
源
開
発

株
式
会
社
が
計
画
す
る
上
ノ
国
第
二
風

力
発
電
所
の
建
設
も
始
ま
る
。
ま
た
、

国
が
推
進
し
て
い
る
洋
上
風
力
事
業
の

誘
致
や
、
吉
本
興
業
株
式
会
社
と
は
町

の
魅
力
発
信
に
関
す
る
包
括
協
定
を
結

ぶ
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。」
と

今
年
の
展
望
を
述
べ
た
上
で
、「
町
民

全
体
の
意
識
を
高
め
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
た
い
。」
と
今
年
一
年
の

抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
小
林
檜
山
振
興
局
長
が

挨
拶
し
た
ほ
か
、
石
澤
議
会
議
長
の
発

声
で
祝
杯
を
上
げ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
に
今
年
１
年
が
実
り
多
き
年
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
13
日
、
上
ノ
国
町
空
手
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
納
谷
敏
彦
団
長
）
の
寒
稽

古
が
上
ノ
国
の
海
岸
で
行
わ
れ
、
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
21
人
が
今
年
一
年
の

活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
寒
稽
古
は
心
身
を
鍛
え
よ
う
と

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
は
じ
め

に
全
員
で
、
上
ノ
國
八
幡
宮
を
参
拝
し

今
年
一
年
の
無
事
と
必
勝
を
祈
願
。
そ

の
後
、
近
く
の
海
岸
へ
移
動
し
、
空
手

着
に
裸
足
と
通
常
の
稽
古
の
い
で
た
ち

で
砂
浜
に
立
つ
と
、最
初
「
寒
い
」「
冷

た
い
」
と
叫
ん
で
い
ま
し
た
が
、
い
ざ

稽
古
が
始
ま
る
と
引
き
締
ま
っ
た
表
情

を
見
せ
、
足
元
が
濡
れ
る
こ
と
を
い
と

わ
ず
、
形
や
組
み
手
な
ど
の
稽
古
に
取

り
組
み
、
今
年
一
年
の
精
進
と
飛
躍
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　
　
　

新
春
の
集
い
開
催

　
１
月
４
日
、
上
ノ
国
町
消
防
団
（
飛

鳥
正
人
団
長
）
の
出
初
め
式
が
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
と

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
95
名
が
参
加
し
、

生
命
と
財
産
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
消
防
団
員
ら
は
整
然
と
し
た

姿
で
入
場
行
進
し
、
町
長
や
消
防
団
長

な
ど
か
ら
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
永
年
勤
続
者
に
対
す
る
表
彰

伝
達
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
飛
鳥
消
防
団

長
が
「
一
昨
年
の
台
風
18
号
や
他
地
域

の
災
害
を
教
訓
に
、
川
の
増
水
や
道
路

灌
水
な
ど
の
災
害
の
際
に
避
難
誘
導
を

的
確
か
つ
安
全
に
行
え
る
よ
う
、
全
消

防
団
員
を
対
象
と
し
た
新
た
な
専
門
研

修
を
計
画
し
て
い
る
」
と
式
辞
を
述
べ

た
ほ
か
、
町
長
な
ど
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か

ら
、
消
防
団
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性

や
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
助
・
共
助
・

公
助
が
一
体
と
な
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

生
命
・財
産
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　

消
防
団
出
初
め
式

寒
さ
に
負
け
ず

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
寒
稽
古

　
12
月
23
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
幻

想
的
な
冬
の
夜
を
演
出
し
よ
う
と
「
ど

う
な
ん
・
追
分
シ
ー
ニ
ッ
ク
ｄｅ
ナ
イ
ト

〜
キ
ャ
ン
ド
ル
の
あ
か
り
で
つ
な
ぐ
道

〜
」
の
一
環
で
道
の
駅
上
ノ
国
も
ん

じ
ゅ
が
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
で
浮
か
び

上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
を
訪
れ
る

観
光
客
や
地
域
住
民
の
心
を
癒
や
す
空

間
を
作
ろ
う
と
道
南
地
域
の
４
会
場
と

同
時
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
約
１
５
０
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ

ン
ド
ル
や
ワ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
参

加
者
の
手
で
設
置
さ
れ
、
一
つ
ひ
と
つ

に
炎
が
灯
さ
れ
る
と
、
訪
れ
た
約
50
人

は
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
酔
い
し
れ
た

り
、
そ
の
様
子
を
写
真
に
収
め
る
な
ど

し
て
、
特
別
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
の
明
か
り
で
彩
ら
れ
る

上
ノ
国
も
ん
じ
ゅ
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１
月
８
日
、
町
ス
キ
ー
連
盟
（
住
吉

泰
文
会
長
）
主
催
の
ス
キ
ー
教
室
が
町

民
ス
キ
ー
場
で
始
ま
り
、
幼
児
か
ら
社

会
人
ま
で
の
28
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
ス
キ
ー
場
の
積
雪
不
足

の
た
め
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
年
末
年
始
に
ま
と
ま
っ
た
積
雪

が
あ
り
、
当
初
の
予
定
通
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ス
キ
ー
連
盟
所
属
の
指

導
員
７
人
が
指
導
し
、
参
加
者
は
技
量

ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
日
か
ら
同
ス
キ
ー
場
で
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
も
行
わ
れ
、
ス
キ
ー

教
室
は
２
月
22
日
ま
で
の
毎
週
火
・
金

曜
日
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
は
２
月
14

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
に
行
わ
れ
ま

す
。

不
審
船
、
町
内
に
相
次
い
で
漂
着

　
上
ノ
国
町
沖
合
で
の
エ
ビ
か
ご
漁
が

１
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
取
材
し
た
１
月
11
日
は
、
朝
６
時
頃

に
出
港
し
、
大
崎
か
ら
お
お
よ
そ
３
㌔

の
沖
合
で
４
時
間
ほ
ど
漁
を
行
い
、
ボ

タ
ン
エ
ビ
や
シ
マ
エ
ビ
の
ほ
か
ゴ
ジ
ラ

エ
ビ
と
呼
ば
れ
て
い
る
ガ
サ
エ
ビ
な
ど

約
１
８
０
㌔
を
漁
獲
。
途
中
で
悪
天
候

と
な
っ
た
た
め
予
定
よ
り
漁
を
早
く
切

り
上
げ
た
そ
う
で
す
が
、
ま
ず
ま
ず
の

漁
獲
量
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
水
揚
げ
後
は
、
種
類
や
大
き
さ
ご
と

に
選
別
、
箱
詰
さ
れ
、
翌
日
の
東
京
豊

洲
市
場
で
の
せ
り
に
間
に
合
う
よ
う
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
現
在
、
漁
獲
量
、
市
場
価

格
と
も
平
年
並
み
で
推
移
し
て
お
り
、

漁
場
を
移
動
し
な
が
ら
４
月
上
旬
ま
で

続
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
豊
漁
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

エ
ビ
か
ご
漁
始
ま
る

　
12
月
22
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
地

元
の
特
産
品
や
商
品
券
な
ど
が
当
た
る

『
わ
く
わ
く
大
抽
選
会
』の
抽
選
券
が
商

工
会
に
加
盟
す
る
46
事
業
所
で
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
商
店
の
活
性
化

と
町
内
で
製
造
さ
れ
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

を
図
ろ
う
と
上
ノ
国
町
商
工
会（
小
林

恭
平
会
長
）が
企
画
し
た
も
の
で
、購
入

千
円
毎
で
抽
選
券
１
枚
が
配
ら
れ
ま
し

た
。

　
１
月
７
日
に
商
工
会
関
係
者
に
よ
る

厳
正
な
抽
選
が
行
わ
れ
、
約
９
万
件
の

応
募
の
中
か
ら
、
特
賞
や
わ
く
わ
く
賞

な
ど
２
０
８
本
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
当
選
商
品
の
引
き
換
え
は
１
月
10
日

か
ら
12
日
ま
で
の
間
で
行
わ
れ
、
そ
の

う
ち
特
賞
の
燃
油
３
万
円
分
の
当
選
者

は
、「
ま
さ
か
当
た
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
家
計
に
大
助
か
り
で

す
。」と
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
商
工
会
で
は
、
今
後
も
加
盟
事
業
者

を
中
心
と
し
て
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り

町
の
経
済
が
活
性
化
す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

家
計
も
助
か
る

　
　
　
　

わ
く
わ
く
大
抽
選
会

　
昨
年
秋
か
ら
全
国
の
日
本
海
沿
岸
部

で
不
審
船
が
相
次
い
で
漂
着
し
て
い
ま

す
が
、
町
内
で
も
11
月
５
日
か
ら
12
月

28
日
に
小
砂
子
か
ら
大
崎
ま
で
の
海
岸

線
に
不
審
船
５
艘
が
漂
着
し
ま
し
た
。

　
漂
着
し
た
す
べ
て
の
船
体
に
は
ハ
ン

グ
ル
文
字
が
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
い
ず
れ
も
朝
鮮
半
島
か
ら
の
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
漂
着
し
た
不
審
船
は
、
国
の
財
政
支

援
を
受
け
て
４
月
以
降
に
処
分
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
先
月
も
青
森
県
深
浦
町
の
沖

合
で
発
見
さ
れ
た
不
審
船
の
よ
う
に
、

不
審
船
に
は
人
が
乗
船
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
た
め
、
発
見
し
た
と
き
は
、
近

寄
ら
ず
に
沖
合
に
あ
る
場
合
は
海
上
保

安
庁
「
１
１
８
番
」、
海
岸
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
場
合
は
、警
察
「
１
１
０
番
」

ま
で
通
報
願
い
ま
す
。

ス
キ
ー
の
基
礎
を
学
ぶ

ス
キ
ー
教
室
行
わ
れ
る
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教 育 委 員 会 だ よ り
　
弘
前
大
学
教
育
学
部
教
授
の

小
岩
直
人
氏
ら
に
よ
る
上
ノ
国

町
の
地
形
や
自
然
環
境
を
題
材

に
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
を
開
催

致
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
上
ノ
国
町
を
大
地

の
公
園
と
見
な
し
て
、
今
に
至

る
地
形
や
自
然
環
境
の
形
成
や

変
遷
を
ご
講
演
頂
き
ま
す
。
中

に
は
、
私
た
ち
の
知
ら
な
か
っ

た
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
。

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
続
・
上
ノ
国
で
楽
し
む
大
地
の
公
園
」の
開
催

上
ノ
国
町
歴
史
講
座

来たれ！第４回じょぐら祭開催！

●昔あそび体験　　　　　１０：００～１３：００
　ぱっち（めんこ）やおはじき、けん玉にコマ！
　昔あそびを極めろ！
●えほんの読み聞かせ　　１０：３０～１１：３０
　「もこもこ」のみなさんによる絵本の読み聞かせ！
●スイーツ作り体験　　　１０：４５～１１：４５
　「菓処あまのがわ」の技を直伝「キヌサヤエンドウ」
　の飴入りオリジナルスイーツを皆で作ろう！

参加者全員にウェルカムわたあめをプレゼントします！
わたあめは、おかわり出来るよ！こりゃ行くっきゃないね！

お昼はどうしようと悩むあなたに朗報です！
なんと上ノ国町赤十字奉仕団によるおにぎりと豚汁の昼
食提供（１００食限定）があります！

参加料：１００円（保険料）
　　　　　※小学生未満は無料
申込先：上ノ国町教育委員会事務局
　　　　℡０１３９－５５－２２３０
共　催：上ノ国観光ガイド協会、
　　　　上ノ国町教育委員会、
　　　　上ノ国町生涯学習推進本部
後　援：上ノ国町赤十字奉仕団、もこもこ

平成31年２月10日（日）
１０：００～１３：００
受付は、９：４５～

上ノ国町総合福祉センター
ジョイ・じょぐらはまるホール

多くの方がご講演に耳を傾けてました

開設時間：（火～金）　　　　９：００～１７：００
　　　　　（土日・祝祭日）１２：００～１７：００
休 館 日：毎週月曜日、年末年始
場　　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら）

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

＊昨日がなければ明日もない　宮　部　みゆき／著
＊雨上がり月霞む夜　　　　　西　條　奈　加／著
＊それでも空は青い　　　　　荻　原　　　浩／著
＊熱　帯　　　　　　　　　　森　見　登美彦／著
＊曙に咲く　　　　　　　　　蜂　谷　　　涼／著
＊青少年のための小説入門　　久保寺　健　彦／著
＊草々不一　　　　　　　　　朝　井　まかて／著
＊フーガはユーガ　　　　　　伊　坂　幸太郎／著
＊常設展示室　　　　　　　　原　田　マ　ハ／著
＊極夜行　　　　　　　　　　角　幡　唯　介／著

２月１０日（日）　午前 11 時ごろ～
＊大型えほんを中心に読みます。

＊ご家族ご一緒においでください。

絵 本 の 読 み き か せ
―じょぐらまつりにて―

「
金
工
遺
物
に
み
る
勝
山
館

の
宗
教
空
間
と
生
活
」

　
１
月
10
日
㈭
に
町
史
編
纂
及
び

ふ
る
さ
と
学
習
の
連
携
講
座
と
し

て
「
金
工
遺
物
に
み
る
勝
山
館
の

宗
教
空
間
と
生
活
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
京
都
国
立
博

物
館
名
誉
館
員
で
あ
る
久
保
智
康

氏
が
、
勝
山
館
跡
の
出
土
物
（
鏡

や
金
属
類
）
の
分
析
成
果
の
一
部

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
保
氏
は
、「
出
土
物
の
う
ち

古
い
も
の
だ
と
平
安
時
代
の
鏡
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
自

作
も
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
勝
山

館
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
は
、
広

く
交
易
を
行
い
、
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

◎
日
　
時

　
平
成
31
年
２
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
13
時
25
分
～

（
受
付
は
、
13
時
00
分
）

◎
場
　
所

　
上
ノ
国
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
）

　
　
　
　
天
の
川
ホ
ー
ル

上
ノ
国
町
歴
史
講
座

日
　
時

場
　
所

6２０１９年２月号



教育委員会だより

川　口　久　弥

川　嶋　桔　平

髙　橋　琉　翔

松　谷　颯　汰

小　間　弛　晏

田　畑　翔大郎

山　本　朱　雀

相　山　優　響

佐々木　琥太郎

草　間　輝　也

荒　谷　心　結

鈴　木　麗　愛

國　友　梨　桜

杉　野　瑠　李

深　見　希　瑚

塚　田　志　織

酒　井　心　愛

木　村　綺　那

市　山　悠　斗

齊　藤　乃　愛

▽
小
学
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
　
　

鈴
木　
　

纏
さ
ん

優
秀
賞　
　
　

山
内　

理
央
さ
ん

奨
励
賞　
　
　

木
村　

蒼
甫
く
ん

▽
小
学
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
　
　

斉
藤　
　

空
さ
ん

優
秀
賞　
　
　

木
村　
　

響
さ
ん

優
秀
賞　
　
　

山
下　

花
凛
さ
ん

奨
励
賞　
　
　

古
館　

未
羽
さ
ん

▽
小
学
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
　
　

菊
池　

唯
良
さ
ん

優
秀
賞　
　
　

吉
見　

華
蓮
さ
ん

奨
励
賞　
　
　

澤
田　

真
帆
さ
ん

▽
小
学
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
　
　
　

田　
　

蒼
さ
ん

優
秀
賞　
　
　

松
田　
　

陸
く
ん

奨
励
賞　
　
　

金
子　

七
海
さ
ん

奨
励
賞　
　
　

鈴
木　

桔
平
く
ん

▽
中
学
１
年
生
の
部

優
秀
賞　
　
　

佐
藤　

瑞
穂
さ
ん

▽
一
般
の
部

最
優
秀
賞　
　
　

伊
藤　

琴
美
さ
ん

審
査
員
特
別
賞　

木
本　

優
香
さ
ん

審
査
員
特
別
賞　

森　
　

理
紗
さ
ん

▽
小
学
校
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
　
　

京
谷　

美
空
さ
ん

優
秀
賞　
　
　

野
坂　
　

蘭
さ
ん

奨
励
賞　
　
　

山
本　

虎
聖
く
ん

奨
励
賞　
　
　

吉
川　

苺
邑
さ
ん

▽
小
学
校
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
　
　

伊
藤　
　

禅
く
ん

優
秀
賞　
　
　

坂
本
ゆ
ず
な
さ
ん

奨
励
賞　
　
　

佐
々
木
巧
真
く
ん

奨
励
賞　
　
　

浜
飯　

美
裕
さ
ん

奨
励
賞　
　
　

吉
見　

魁
杜
く
ん

文
字
に
思
い
を
込
め
た
新
春
書
初
め
大
会
開
催

　
１
月
９
日
、
新
年
恒
例
の

新
春
書
初
め
大
会
が
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参

加
者
32
名
は
勢
い
よ
く
筆
を

走
ら
せ
作
品
を
書
き
上
げ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
に
お
け
る
優
秀

な
作
品
は
、
１
月
21
日
に
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
に

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

上ノ国小学校

寺　崎　颯　人森　　　陽　向

田　中　心　愛

伊　藤　杏　奈

三　國　颯　真

渡　邉　瑠　奈

滝沢小学校河北小学校

※掲載の了承をいただいた方のみご紹介しています。（敬称略）

【
入
選
者
一
覧
】

真剣に取り組んでいます

平成31年度上ノ国町小学校入学児童おめでとう
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上ノ国町が
むし歯の少ない町になっています！

保健師　大橋　　朗です

　毎年の恒例行事として定着してきた「むし歯のない子表彰
式」。今年度も保護者の方々の努力により、むし歯のない子
の割合が増えています。特に、北海道全体のむし歯のない３
歳児の割合が82.3％（平成28年度）であるのに比べて、上ノ
国町では初めて100％を達成しました。子供の数が減ってい
る中でも、100％を達成している自治体は数えるほどしかな
く、大変誇らしい結果です。
　改めまして、お母さんを中心として保護者の方々は、日々
の子育てお疲れ様です。これからも健康な歯を目指してくだ
さい。

☆仕上げみがきは、小学校3年生を目安に続けましょう！
　６歳を過ぎると歯みがきが上手にできるようになり、「仕上げ磨きはもう必要ない？」と思うことも
あるでしょう。しかし、まだまだ奥歯の汚れは上手に磨けていないことも多く、大人が確認することが
重要です。
　さて、「６歳臼歯（きゅうし）」をご存知ですか？歯の生え替わりが始まる頃、乳歯の一番奥に生えて
くる永久歯を指します。「６歳臼歯」は、永久歯の中で一番むし歯になりやすい歯と言われており、子
供だけではどうしても綺麗に磨くことが難しいものです。そのため、仕上げ磨きは小学校３年生を目安
に、奥歯まで上手に磨けるようになるまで続けるとむし歯予防にはとても効果的です。

６歳児　むし歯ゼロだった子どもたち（敬称略）
就学時健診までむし歯のなかった子

★★★ 3歳児のむし歯のない子は「平成 31年度生涯学習カレンダー」に掲載します★★★

就学時健診までにむし歯の治療をがんばった子

370

今 月 は

川
かわぐち

口　久
ひさや

弥

杉
すぎ の

野　瑠
る り

李

相
あいやま

山　優
うきょう

響

國
くにとも

友　梨
り お

桜 鈴
すず き

木　麗
れ あ

愛 田
たば た

畑翔
しょうたろう

大郎 寺
てらさき

崎　颯
はやと

人 深
ふか み

見　希
き こ

瑚 森
もり

　陽
ひな た

向

小
こ ま

間　弛
しあん

晏

髙
たかはし

橋　琉
りゅうと

翔

荒
あら や

谷　心
き ゆ

結

小
こま つ

松　美
み お

桜

塚
つか だ

田　志
しおり

織

市
いちやま

山　悠
はると

斗

齊
さいとう

藤　乃
の あ

愛

三
みく に

國　颯
そうま

真

川
かわしま

嶋　桔
きっぺい

平

佐
さ さ き

々木琥
こ た ろ う

太郎

山
やまもと

本　朱
すざく

雀

木
きむ ら

村　綺
つきな

那

8２０１９年２月号



お知らせ

　
法
テ
ラ
ス
江
差
の
弁
護
士
、
加
地
彰

吾
で
す
。

　
遅
れ
ま
し
た
が
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
法
テ
ラ

ス
江
差
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
皆
様
は
「
法
テ
ラ
ス
」

と
い
う
組
織
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
知
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の

で
、今
回
は
、私
が
所
属
し
て
い
る
「
法

テ
ラ
ス
」
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
ご
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
法
テ
ラ
ス
」
の
正
式
な
名
前
は
「
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
い
ま
す
。

仕
事
を
ざ
っ
く
り
と
言
う
と
、
司
法
過

疎
地
域
に
お
け
る
法
律
事
務
所
の
設
置

と
、
資
力
の
乏
し
い
方
に
対
す
る
弁
護

士
費
用
な
ど
の
立
て
替
え
と
い
う
仕
事

が
あ
り
ま
す
。

　
司
法
過
疎
地
域
に
お
け
る
法
律
事
務

所
の
設
置
と
い
う
の
は
、
弁
護
士
が
不

在
の
た
め
、
法
に
よ
る
助
け
を
受
け
た

く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
地
域
に
、

弁
護
士
が
常
駐
す
る
法
律
事
務
所
を
新

た
に
設
置
し
て
、
法
律
相
談
を
受
け
や

す
く
す
る
な
ど
の
目
的
の
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
資
力
の
乏
し
い
方
に
対
す
る
弁
護
士

費
用
な
ど
の
立
て
替
え
と
い
う
の
は
、

弁
護
士
費
用
を
い
っ
た
ん「
法
テ
ラ
ス
」

が
立
て
替
え
て
、
立
て
替
え
た
分
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
に
毎
月
５
０
０
０
円

程
度
の
分
割
払
い
で
返
済
し
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
に
は
、
一
定
の
資
力
基
準
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
法

律
相
談
に
つ
い
て
も
、
資
力
基
準
を
満

た
す
方
に
つ
い
て
は
同
一
事
件
に
つ
き

３
回
ま
で
無
料
で
応
じ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
な
お
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
に
関
し
て
は
、
法
律
相
談
が

無
料
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
原
則
と
し
て

立
替
金
の
返
済
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
資
力
基
準
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
や
法
律
相
談
の
お
申
し
込
み
は
、

法
テ
ラ
ス
江
差

☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
６
３
ま
で

（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
加
地
　
彰
吾
）

〜
「
法
テ
ラ
ス
」
に
つ
い
て
〜

（第106号）

外来診療体制・２月の診療予定
整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日 (午前11時までの受付）

循 環 器 内 科 午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消 化 器 内 科

午前　10時まで受付　５日･１９日（再診受付完全予約制）
午前　11時まで受付　２５日（再診受付完全予約制）
午前　11時30分まで受付　毎週金曜日（再診のみ）
午後　毎週水曜日と４日・１８日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

総 合 診 療
（ 内 科 ）

午前　月曜日から木曜日（初診受付 11 時まで）
　　　（なお、月曜日は午前 10 時から診療）

総合診療（外科） 午前　火曜日から木曜日

外 科 午前　１５日・２２日

小 児 科 午前　月曜日から金曜日
　　　※午後からの受診は事前に電話で相談してください

泌 尿 器 科 午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月曜日から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　５日･６日･１３日･１４日･１９日･２０日･２７日･２８日
　　　（初診受付11時までにお願いします）
午後　１３日･２７日

眼 科

午前　７日･２１日
　　　（予約以外の方は10時までに受付）
午後　６日･２０日･２７日
　　　※コンタクトレンズを希望する患者様へ
　　　当院で以前調整した患者様にのみ対応いたします。

皮 膚 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　８日･２２日

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。
※診療受付時間　
午前･･･８時00分～11時30分 （初診の方は、９時00分～）
午後･･･13時00分～14時30分
予約受付時間（定期患者のみ）13時～16時

診
療
科
や
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ．ノロじゃなければ大丈夫？
Ａ．×　ノロウイルス胃腸炎の特徴は感染力や症
状が強め、塩素系の消毒が望ましい、そして名前
が有名です。しかしノロ以外にも多種のウイルス
や細菌が胃腸炎の原因となり、同じく周囲に感染
させます。胃腸炎以外も含め発熱・嘔吐・水様下
痢の１つでもあれば、登園や登校・仕事を休むべきです。高
熱・多量の血便・強い腹痛・脱水（半日以上排尿がない、皮
膚や粘膜が強く乾燥、脱力など）があれば受診が必要です。
Ｑ．脱水対策にどんどん水分を飲むべき？
Ａ．×　嘔気が強い時に焦って飲みすぎると、飲んだ量以上
に胃液なども交じって嘔

お う と

吐し、むしろ脱水を助長する上に体
力も消耗するため逆効果、１歩進んで３歩下がります。１～
２口飲んで20分休み、大丈夫であれば少し量を増やして飲ん
で20分休み…という少量頻回漸増法が理想的です。
Ｑ．飲むのはやっぱり経口補水液？
Ａ．△　糖質と最小限のミネラルが含まれれば、
種類は重要でありません。子供の胃腸炎に、経
口補水液よりリンゴジュースの効果が高かった
というデータさえあります。また、たいてい発
症してから飲む整腸薬は、予防効果もあります。
家族や濃厚接触者が胃腸炎にかかった場合、手
洗いなどの強化に加え乳酸菌製剤（ビオフェルミン）などの
予防的摂取を勧めます。

江差病院小児科医長　野上和剛

前月のインフルに続き、冬の感染症「急性胃腸炎」のお話
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お知らせ

第21回 道南農業新技術発表会

①落氷雪の危険がある軒下の通行は避けましょう。
　また、建物の管理者は、看板やロープなどで歩行者に注
意を促すようにしましょう。
②雪下ろしをする場合には通行人や子供の安全を確認し、
２人以上で行いましょう。
③雪、氷、つららが道路に落ちるような建物は、丈夫な滑
り止めをつける、もしくは劣化した滑り止めを新調する
など、落氷雪防止措置を徹底しましょう。
④屋根から大量の雪が落ちたときは、事故が起きていない
か確認し、通行の支障にならないよう処理しましょう。
⑤敷地内の雪を道路に出す行為は、通行のさまたげとなり
ますので出さないでください。

道路沿いの建物軒下などを通行する際や、所有者または管
理者の方は以下のことにご注意ください。

北海道開発局・北海道・北海道警察・施設課 土木建築グループ

道路沿いの家屋などからの落氷雪に気をつけて

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　平成30年１月から12月までに締結された、農地賃貸
借料の水準です。今後の農地賃貸借契約の参考として
ください。

※平均額は100円未満を切り捨てた額です。

お
問
い
合
わ
せ　

上
ノ
国
町
農
業
委
員
会

☎
０
１
３
９
・
５
５
・
２
３
１
１

（
内
線
２
４
４
）

締結（公告）された農地区分 平均額 最高額 最低額 筆数
基盤整備地区 5,300円 5,500円 2,500円 20筆
未整備地区 3,500円 6,500円 500円 122筆

①田の部（土地改良区賦課金を除いた賃貸借料）（金額は１０㌃あたり）

締結（公告）された農地区分 平均額 最高額 最低額 筆数
未整備地区 3,500円 7,000円 3,000円 46筆

②畑の部 （金額は１０㌃あたり）

実勢農地賃貸借料情報

北海道ひやま「食・観光フェア」２月９日・10日に東京都大田区で開催

入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者名 落札金額 落札率

1/15

1 大留地区配水管移設工事 14,666,400円 株 式 会 社 若 狭 組 14,256,000円 97.2%

2 町道修繕工事 　3,758,400円 株式会社久末建設工業 　3,682,800 円 98.0%

3 北村地区公共ます設置工事 　1,598,400円 株式会社草間建設工業 　1,555,200円 97.3%

入札結果のお知らせ（1月15日まで）
　予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、建設工事および委託業務が対象と
なっています。
　金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は
落札率を記載しておりません。（落札率 小数点第１位未満四捨五入）

　檜山管内７町と東京都大田区との連携事業『北海道ひやま「食・観光フェア」』を東京都内の
次の場所で実施しますので、東京都周辺在住のお知り合い皆さんにご案内いただきますようお願
いします。
■日　時　２月９日（土）１０：００～２１：００・１０日（日）１０：００～１９：００
　　　　　※蒲田西口駅前広場は両日とも１６：００まで
■場　所　東急プラザ蒲田７Ｆイベントスペース（東京都大田区西蒲田７丁目６９－１）
　　　　　蒲田西口駅前広場
■内　容　檜山の食材や特産品の販売、観光ＰＲや旅行相談
■お問い合わせ　総務課 企画統計グループ

　道南農業試験場などが開発した最新の農業
技術などをいち早く皆様にお伝えします。
■日　時
　２月26日㈫　13時～ 16時
■場　所　
　厚沢部町役場町民交流センターあゆみ
　（厚沢部町新町181－６）
　　☎０１３９－６７－２３１０
■内　容
・今年開発した新技術など（病害虫防除、サ
ツマイモの加工特性など）
・檜山農業改良普及センターの活動報告

■参加料　　無料
■お問い合わせ
　地方独立行政法人　北海道立総合研究機構
　農業研究本部　道南農業試験場
　　☎０１３８－７７－８１１６

10２０１９年２月号



お知らせ

受付時間（下記の時間の間で受け付けください）
13：00 ～ 13：30　②留守家庭児童会指導員
13：45 ～ 14：15　⑧子ども発達支援センター療育指導員
14：15 ～ 14：45　⑥認知症地域支援推進員
15：00 ～ 15：30　④⑤保養センター管理人・臨時管理人・従業員
15：30 ～ 16：00　③臨時技術職員
16：00 ～ 16：30　①臨時保育士助手
16：30 ～ 17：00　⑦大型バス運転手

　大規模災害時には、ガソリ
ンなどの燃料が入手が困難に
なることがあります。車の燃
料は満タン、冬場には灯油１
缶を加えて保管してましょ
う。

全国石油商業組合連合会

平成３１年度　臨時・非常勤職員の募集について
■臨時職員等の募集
番号 主な業務 勤務先 雇用期間 採用条件 勤務時間 募集

人員
履歴書の提出先
お問い合わせ先

① 臨時保育士助手
保育士の助手および調理に従事

保育所
（上ノ国・河北）

４/１～３/３１

なし
8：30～17：15を基
本とし、入所児童に
応じて変則勤務あり

6人
程度

住民課
住民環境
グループ

②
留守家庭児童会指導員
留守家庭児童会の児童の
生活指導に従事

住民課
（林業センター）

・保育士資格か教員免許を有する
方または取得見込みの方

12：30～17：30
（学校休業日は
8：30～17：30）

4人

③
臨時技術職員
交通安全推進業務および
環境衛生業務全般

住民課 ・普通自動車運転免許取得者 ８：30～17：15
（週４日勤務） １人

④
保養センター管理人・臨時管理人
保養センター内外の管理運営、
送迎バス運行などに従事

住民課
（国民温泉
保養センター・
湯ノ岱温泉）

・普通自動車運転免許取得者
・ボイラーに関する知識を持つ方

８：00～21：30の内
７時間程度勤務 各1人

⑤
保養センター従業員
保養センター内外の清掃、
受付業務などに従事

なし ８：00～21：30の内
７時間程度勤務 3人

⑥
認知症地域支援推進員
認知症の人および家族の
相談業務などに従事

保健福祉課
（健康づくりセンター）

・医師、保健師、看護師、作業療法士、
精神保健福祉士、社会福祉士、介護
福祉士のいずれかの資格を有する方
または認知症の介護、医療の専門的
知識、経験を有すると認められる方
・普通自動車運転免許取得者または取
得見込みの方

８：30～17：15
（週４日勤務） １人 保健福祉課

介護・自立支援
グループ

⑦ 大型バス運転手
福祉（大型）バスの運転に従事

・大型自動車運転免許取得者または
取得見込みの方

８：30～17：15
（週４日勤務） １人

⑧
子ども発達支援センター

療育指導員
子供の療育に従事

・保育士資格を有する方または取得
見込みの方
・普通自動車運転免許取得者または
取得見込みの方

８：30～17：15
（週４日勤務） １人

保健福祉課
子ども発達支援
センター

■募集締切　２月２２日（金）
■申込みに必要なもの
　・履歴書（写真貼付）
　・住民票
　・資格、免許を証明するもの（①⑤は不要）
■試 験 日　３月８日（金）※受付時間は右記参照
■受付場所　上ノ国町役場２階　第１会議室

４月採用

満タン＆灯油プラス１缶運動

　

12
月
20
日
、
上
ノ
国
保
育

所
へ
第
一
生
命
㈱
労
働
組
合

函
館
営
業
職
支
部
か
ら
絵
本

の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
持
ち
寄
っ

た
不
用
品
な
ど
を
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
に
出
品
し
、
そ

こ
で
得
ら
れ
た
収
益
金
で
渡

島
檜
山
管
内
の
保
育
所
な
ど

に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
約
25
年
に
わ

た
り
毎
年
継
続
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
、
絵
本
を
受
け
取
っ

た
子
ど
も
達
も
、
少
し
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

喜
び
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
い
ま
し
た
。

上
ノ
国
保
育
所
へ

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
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お知らせ

　
町
で
は
、
両
親
が
仕
事
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
児
童
を
対
象
と

し
て
、
保
育
所
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
入

所
を
希
望
す
る
児
童
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
保
育
所
に
入
所

中
で
４
月
以
降
も
引
き
続
き
入

所
を
希
望
す
る
児
童
に
つ
い
て

も
、
申
込
書
と
児
童
を
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
　
　
２
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

■
開
設
保
育
所

　
・
上
ノ
国
保
育
所

　
・
河
北
保
育
所

■
申
込
方
法

　
住
民
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ
、

湯
ノ
岱
・
石
崎
出
張
所
お
よ
び

各
保
育
所
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課 

住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

　
何
ら
か
の
理
由
で
、
出
生
届

を
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、

無
戸
籍
と
な
っ
て
い
る
方
（
そ

の
保
護
者
の
方
）
を
対
象
に
必

要
な
手
続
き
の
ご
案
内
・
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
函
館
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
☎
０
１
３
８
・
２
３
・
９
５
２
６

　
住
民
課 

戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ

　
檜
山
広
域
行
政
組
合
が
発
注

者
と
な
る
「
建
設
工
事
」
お
よ

び
「
物
品
の
購
入
」
ま
た
は

「
役
務
の
提
供
」
な
ど
に
係
る

競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
「
入
札
参
加
資
格
申
請
書

（
指
名
願
）」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
２
月
28
日
㈭

（
土
日
祝
祭
日
は
除
く
）

※
期
間
以
降
も
随
時
受
付
可

■
提
出
方
法

　
　「
持
参
」
ま
た
は
「
郵
送
」

※
郵
送
の
場
合
は
、
切
手
を
貼

り
付
け
し
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

・
北
海
道
市
町
村
統
一
様
式
ほ

か
、
申
請
書
類
一
式

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
檜
山
広

域
行
政
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

://w
w

w
.h

iy
am

a.o
r.jp

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
檜
山
広
域
行
政
組
合

　
　
　
総
務
企
画
課 

総
務
係

　
〒
０
４
３

－

０
０
５
２

　
　
江
差
町
字
茂
尻
町
96
番
地

☎
０
１
３
９
・
５
２
・
３
０
２
６

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
31

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

働
き
方
改
革
関
連
法
に
対
応
し

た
36（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
な
ど

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
ま

た
は
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
労
働
基
準
監
督
署

労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー

ナ
ー
で
働
き
方
改
革
へ
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
と
し
た
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
箇
所

・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
働
き
方
改
革
」の
実
現
に
向

け
て

・
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
働
き
方
改
革

■
お
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
・
北
海
道
労
働

局
・
労
働
基
準
監
督
署

〔
住
民
講
座
受
講
の
ご
案
内
〕

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

■
日
　
程
　
２
月
６
日
㈬

　
　
　
　
　
２
月
20
日
㈬

■
時
　
間
　
13
時
〜
15
時

■
定
　
員
　
各
20
名

■
受
講
料
　
各
２
０
０
０
円

■
申
込
締
切

　
各
実
施
日
の
前
日

〔
技
能
講
習
の
ご
案
内
〕

・
玉
掛
け
技
能
講
習

　（
２
月
19
日
㈫
〜
21
日
㈭
）

・
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
運
転
技
能
講
習

　（
２
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰
）

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
運
転
技
能
講
習

　（
２
月
25
日
㈪
〜
28
日
㈭
）

※
技
能
講
習
の
申
し
込
み
は

い
ず
れ
も
２
月
８
日
㈮
ま
で
。

講
習
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
》

　
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
３
９
・
５
２
・
０
１
６
０

お知らせ

掲示板

2月号

周知案内

働
き
方
改
革

　
　

関
連
法
の
お
知
ら
せ

実施案内

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

募集案内

上
ノ
国
・
河
北
保
育
所

　
　
　

入
所
児
童
を
募
集

周知案内

無
戸
籍
相
談
窓
口
の
ご
案
内

周知案内

檜
山
広
域
行
政
組
合
平
成
３１
・
32
年
度

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付

寄
付
寄
贈

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
一
般
寄
付
】

　
字
湯
ノ
岱

　
　
　
天
羽
　
貴
裕
さ
ん

・
金
１
万
円

市
山
昭
義
さ
ん

全
国
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
を
受
賞

12２０１９年２月号



お知らせ

日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医

病院の都合により変更になることがあります
ので、新聞や消防署などで確認してください。

まちの人口と世帯数

前月比

人　口 ４，８５１ 人 －　９

男 ２，２６４ 人 －　７

女 ２，５８７ 人 －　２

世帯数 ２，４９３世帯 －　６

おくやみもうしあげます

※掲載の了承をいただいた方のみご紹介して
います。
※地名表記については、所属の町内会を記載
しています。
※氏名については、正字に置き換えて掲載し
ています。

（平成30年12月末日現在）

おたんじょうおめでとう
小砂子　野呂　和希（あいき）
　　　　 ◯父公明　◯母未来

よろこび・かなしみ
（１月２１日届出分まで）※敬称略

大　留　安保　真白（ましろ）
　　　　 ◯父瞬　　◯母静香

２／３　乙部町国保病院（日中）
☎０１３９－６２－２３３１
江差町・佐々木病院（夜間）
☎０１３９－５２－１０７０

２／１０　道立江差病院
☎０１３９－５２－００３６

２／１１　厚沢部町国保病院（日中）
☎０１３９－６４－３０３６
江差町・佐々木病院（夜間）
☎０１３９－５２－１０７０

２／１７　道立江差病院
☎０１３９－５２－００３６

２／２４　道南勤医協江差診療所
☎０１３９－５２－１３６６

いつまでもおしあわせに
江差町　野呂　公明
小砂子　斉藤　未来

中須田　濵野　　力
中須田　松田　　望

北　村　菊池　イク　100歳　１/６
大　留　西村　孝司　84歳　12/23
大　留　土田多治光　56歳　１/２
上ノ国　中島　庄一　80歳　12/23
大　崎　小林　吉弘　81歳　１/13
扇　石　木村美和子　47歳　１/12
石　崎　工藤米四郎　92歳　１/11

消防団活動功績者一覧
消 防 庁 長 官 定 例 表 彰

永 年 勤 続 功 労 章 第 ５ 分 団 副分団長 三　浦　峰　雄
日 本 消 防 協 会 定 例 表 彰

功 　 　 績 　 　 章 団 本 部 団 長 飛　鳥　正　人

勤　 続　 章（ ３０ 年 ） 第 ２ 分 団 分 団 長 吉　田　郁　弘
第 ８ 分 団 副分団長 長谷川　　　勉
北 海 道 消 防 表 彰

永 年 勤 続 章（３０年 ） 第 ２ 分 団 分 団 長 吉　田　郁　弘
第 ５ 分 団 分 団 長 岡　野　満　広

勤　 労　 章（ ２０ 年 ） 第 ４ 分 団 副分団長 滝　本　誠　悦

勤　 続　 章（ １０ 年 ）

第 １ 分 団 班 長 小　林　　　豊
第 ７ 分 団 班 長 山　本　隆　司
第 ６ 分 団 団 員 木　村　道　史
第 ２ 分 団 団 員 小　田　　　学

北 海 道 消 防 協 会 定 例 表 彰
功 　 　 績 　 　 章 団 本 部 副 団 長 鈴　木　敏　秋

永 年 勤 続 章（３０年 ）

第 ６ 分 団 分 団 長 市　山　　　浩
第 ５ 分 団 分 団 長 岡　野　満　広
第 ５ 分 団 部 長 工　藤　　　勉
第 １ 分 団 班 長 草　間　樹　也

永 年 勤 続 章（２０年 ）

第 ９ 分 団 副分団長 小　田　信　也
第 １ 分 団 副分団長 加　賀　隆　宏
第 １ 分 団 部 長 川　島　武　治
第 １ 分 団 班 長 谷　口　準　一

永 年 勤 続 章（１０年 ）
第 ７ 分 団 班 長 山　本　隆　司
第 ２ 分 団 団 員 小　田　　　学
第 ２ 分 団 団 員 工　藤　光　春

北 海 道 消 防 協 会 檜 山 地 方 支 部 定 例 表 彰

功　 労　 章（ ３０ 年 ） 第 ２ 分 団 分 団 長 吉　田　郁　弘
第 ５ 分 団 分 団 長 岡　野　満　広

３月
30日
開催

東京かみのくに会と交流しませんか？
　関東近郊に在住の上ノ国出身者で組織される

『東京かみのくに会（倉谷久会長・木ノ子出身）』
との交流会が次のとおり開催されます。
　お気軽にお申込みください。

●日　時　３月３０日（土）　１１時３０分～
●場　所　東京都・ホテルパークサイド
　　　　　　　（東京都台東区上野２－１１－１８）
●会　費　１０，０００円【申込期日　２月２２日（金）まで】
※現地までの交通費や宿泊費など参加にかかる費用は、すべて自己負

担となります。
参加申込・お問い合わせ　総務課 企画統計グループ

　

上
ノ
国
町
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
、
南
部
桧
山

衛
生
処
理
組
合
の
議
会
議
員
お
よ
び
監
査
委
員

を
務
め
る
市
山
昭
義
さ
ん
（
汐
吹
）
に
、
こ
の

ほ
ど
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
か
ら
全
国

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
監
査
功
労
表
彰
と
は
、
町
村
な
ど

で
７
年
以
上
監
査
委
員
を
務
め
、
功
労
が
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
市

山
さ
ん
は
、
平
成
23
年
５
月
よ
り
南
部
桧
山
衛

生
処
理
組
合
の
監
査
委
員
と
し
て
、
こ
の
間
、

監
査
業
務
を
通
じ
て
同
組
合
の
効
率
的
な
運
営

と
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
山
昭
義
さ
ん

全
国
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
を
受
賞市山昭義さん（汐吹）
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上ノ国町商工会・新開発商品試食会＆アンケート調査実施
●試食会およびアンケート・・・新商品開発に向けたハンバーグ（たこ・おから入り）
●アンケートに答えると・・・・上記のハンバーグをプレゼント！
●アイディアの募集・・・・・・特産品になりそうなもののアイディアも募集します。（アンケートに記入）
皆様のご協力をお願いします。※試食品および粗品（ハンバーグ）は無くなり次第終了とさせて頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  お問い合せ先：上ノ国町商工会　☎0139-55-2121

同
時
開
催


